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卜調査を実施 した｡なお､アンケー ト調査は兵床県中小企業EEl体中央会が実施 し.その後の分qrを著者らが
実施 したO
対象組合は､地場産業組合として7組合､下さ脊企業組合として7組合を選定した｡これらの組合から.地
場産業組合の構成企業より53杜､下紬企業組合の偶成企業より47杜の合計】ool上からの回答を棉た｡なお､地
場産業組合加盟企業は.50名以下の企業が90%以上を占めている｡
以下の分析では､択一回答方式であることを踏まえ､｢はいJ｢いいえ｣｢不明｣の3つの選択肢のうち､｢は
い｣という回答のみを集計している｡
表1アンケ-帽者頑の対象企業の従業員数
1-9人 合計33 地場産業組合30 3
ー0′-49人 42 19 23
50-99人 ll 3 8
[人】災害対拓l十面を作成している
[人】非常時に従兼Aと連緒がとれる
[人】定Xq的に毒批91線を実施している
[人】救急訓練を受けた従暮Aがいる
[物】建物･機脊板が衝撃に薄い
[物】部外者の侵入阻止に備えている
[物】所在地域の危険性を把握している
[物】出端の流動管理.日録更新をしている
[金】事集中断時のtl矢を把握している
[金】保険の炊事賭dt範囲を専門家l=相放した
[金]災書に対する穀井制度を把握している
[金】1ケ月粗度の運転資金を確保している
ltI報】什経のバノクアンプをしている
lfI報]バノウアノブ拠点を分散している
lf十報】zT機器不能時の代替方法がある
【什稚】主要同客等への連絡リストがある
[事兼】事事′舌動への影Vを想定している
[事#】僚先兼務の選定 対策をしている
[事兼】インフラ､取引先の被害に捕えている
[事事】社長の代替者を決めている
図1企菜の防災対応の状況(全体､企讃種類別)
i･i｢建物 機器7fLが衝撃に強い｣については r不明｣が過半数であり､精度の低い参考値である.
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2 全体及び企業種類別の特赦
全体では､r非祥時に従業Elと連絡がとれる｣､rl土良の代春着を決めている｣を実施している割合が高い.
一方､rインフラ 版引先の被割 こ備えている｣､｢庫先兼務の選定 ･対策をしている｣､r定期的に避難訓練を
実施 している｣r災害に対する融資制度を杷掘 している｣についてLj:実施率が低い｡
下含有企業では､｢非箱時に従業Elと連絡がとれる｣､r部外者の侵入阻止に備えている｣､｢社長の代甘者を決
めているJ､｢1ケ月程度の運転資金を確保している｣､｢fr't報のバックアップをしている｣については7割以
上で実施 している｡一方.LO%以下は､｢インフラ､取引先の披苔に備えている｣､｢使先兼務の選定 対策を
している｣である｡
地場産業では､7割以上は r非常時に従某氏と連続がとれる｣.riL良の代唇音を決めている｣のみである｡
一万､10%以下は､｢定期的に避難訓練を実施 している｣､r災害対応計画を作成している｣､｢火事に対する融
資制度を把握 している｣ ｢纏先業務の選定 対策をしている｣であり､基本的な対策も不十分である｡
3 人的資源
(I)災害対応l十画の作成 (図2)
L下甜企兼で､災害対応計画を作成している割合が高い｡
災害対応雷十画については､全体では】蛸の企繋が作成していると回答している｡また,企男様類別では.
地場産丑では作成している割合が8≠と使いが､下請企業では21%と高くなっている.従兼良規模別にみる
と､従業員LOO人夫浦の企業が10%前後 しか作成していないのに比べて,100人を超える企業では36～と商い
割合となっているQ
(2)従美点との連絡体制 (図3)
■どの企業群でも約9宰相で連絡体制を整備しておLJ､差は少ない｡
非常時に従業と連絡がとれるかどうかについては.全体では89%が取れると回答してお り,地Jii産叢,~F
鞘企業とに大きな遠いはない.従業員規模別にみても､従業員の椀横に応 じて,あまり大きな速いはみら
れない｡
図2 災省対応計画の作成状況 図3 非常時の従業員との連絡体制
定期的に載Jt別技を集施している 軟毛71紋を受けた従暮JLがいる
O1 10lt 20ヽ 3(爪 40ヽ 01 1(八 20t
･※:::･
D
■-
図4 定期的な避媒訓練の実施状況
(3)避難訓練の実施状況 (図4)
I下言書企業において,避難訓練の実施割合が高い｡
図5救急訓練を受けた従業aの有血
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定期的に避妊訓練を実施している企業は､全体では9%にとどまっている｡企薬種類別では､地場産案
では4%と低いのに対して 下絹企業では15%と前くなっている｡従業規模別にみると､従業員数が火きく
なるほど避難訓細】を実施 している割合が拓くなってお り 特に従業Eiが】00人を超えると36≠と高い割合と
なっている｡
(4)救急訓練を受けた従集えの有無 (図 5)
l下請企業､従業旦50名以上の企業で､救急訓練の実施割合がやや高い｡
救急訓練を受けた従菜fiは､全体で28%であるO企薬穂号l別､従業El数については､大きな違いはない
ものの 地場産薬､及び経基貝規模が49名以下の企薬では､汝急訓練の実施率が低い傾向がみられる｡
4 物的資源 (モノ)
(I)建物 ･機器類の備え (図6)
建物 ･機器類が衝撃に強いと回答した企業は､全体では約 2割である｡
(なお イこ明回答が56と多く､サ/プル数が少ないため封主計の精度は低くなっている)
(2)部外者の侵入阻止のための措丑と確認 (図7)
■下捕企業において､佳人阻止のための措置がされている割合が高い一方､従業且9人以下の企美では低い｡
部外者の侵入阻止のための柵笹と確認を実施している企菜は､全体では66%である｡企井種類別では､
下甜iE男では83%と?.古くなっている.従燕規模別にみると,特に従繋貝が9人以下の企薬では.浸入阻止の
ための柵笹と確認を実施 している'gI合が39%と低い.
図6 建物･機器若手が衝撃に弱い 図7 都外省の投入阻止のための措置と確認
全体(loo杖)
絶叫ji暮(53牡)
下m企兼(47社)
従暮A1-9人(33社)
･･:一 ≡ ≡≡喜 ‥‥‥=:===) ､ l
図8 所在地城の危険性の把捉 図9 設備の管埼IEl録更新
(3)所在地域の危倹性の杷塩 (図8)
Iどの企集群でも.地域の危険性を把握している企業は6割前後であり､差は少ない｡
所在地域の危r簸性については､全体では61%が把捉 していると回答 しており､地場産業 .下請企業とに火
きな違いはない｡従業a規模別にみても､従業Llの規模に応 じて あまり -^きな違いはみられないo
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(4)設備の管理 ･目線更新 (図9)
I設備の管理･B重量更新を実施している割合は､下請企業において高い-方､従兼点数 9人以下では低い｡
設備の管理 日銀更新を実施している企業は､全体では53%である｡企業種溜l別では､下請企薬では
68%と拓くなっている｡従業規模別にみると､特に従業Elが9人以下の企業では､実施している割合が33%
と低い｡
5 物的資源 (金)
(I)事業中断時の鏡矢の把握 (囲 10)
L下甜企薫において.実施率が高くなっている｡
非兼中断時の損失については,全体では4蛸が把握 していると回答している.特に､下詣企苑において把
握 している割合が5L%と高くなっているo
(2)保険の損害賠tk範囲の専門家への相放 (図 11)
ll従業員 10-49人の規模の企集で､専門家に相談している比率が高い.
保険の倒串脂肪範凶については､全体では23%が利 1Ll5'に相談していると回答 している｡特に従繋員10
-49人のBi膜の企業で,専門'ilに相談している比率が高い｡
.;:≡
全休(1叫土)
地4産暮(53枚)
下什企事(47杜)
全体(100社)
地4産暮(53社)
下捕企暮(47社)
従2tI1-9人(33社)
VE暮A10-49人(42社)
従JE■50-99人(11社)
従tA103人以上(141土)
匡】10 林業中断時の捌矢の把握 図11 保険の倒香賠惜範囲の専門家-の棉談
(3)災害に対する融資制度の把握 (図 12)
r災害に対するk資制度について把撞している企業は1割前後であり,企業群での差は少ない｡
災割 こ対する融資制度については.全体では9%の企業が把握 していると回答 している｡また､どの企
集群でも､約 1割粒度の割合であり基は少ないD
(4)1ケ月‡呈度の運転資金の確保 (図 13)
■下浦企業､従業A散の多い企業において､運転資金の確保がされている割合が高い｡
1ケ月程度の運転資金を確保している企業は､全体では63%である｡企菜棟類別では､下請企薬では､
81%と高くなっている｡従業規模別にみると､従業員数の多い企業で確保されている比率が高い｡
全体(1007土)
地qL左暮(SS社)
lEIM企2t(47社)
従JEA1-9人(33社)
･:一･ LI-------･- - l
図12 災害に対する融資制度の把握 図 13 1ケJl程度のi壁転姿金の確保
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6 物的資源 (情報)
(I)tt報のバックアップの有無 (図 14)
I下請企業において,什報のJくックアップの実施率が高いo
情報の′くソJ/アyプをしている企業は全体では63%である｡また企業礁類別では.下官肯企業では721とや
や褐くなっている.
(2)tt報のバックアップ拠点の分散 (図15)
I佃報のバックアップ拠点を分散している企業は2割程度であるo
tr?髄の′くックアyプ拠点を分散 している企業は.全体では】9%であるOまた企業種類別では大きな表が
見られない｡
匝】14 情報のバックアップのj]無 図15 情報の/くックアyプ拠点の分散
(3)lT観客が不能時の代替方法の確保 (幽16)
DIT携帯が不能時の代替手法について.確保している企業は2割手呈度である.
]T槻器が不能時の代帯手法について､確保 している企業は全体ではL9%であるo企業種額別では大きな
差は見られない.
(4)主要顧客等への連絡リス トの作成 (図 17)
■下捕企業において､主要顧客等への連堵リストが作成されている割合が高い
主要顧客等-の連絡リス トを作成している企業は.全体ではL15%である｡企英機類別では,i-謂企菜で
は53%とやや高(なっているD従業規模別にみると.特に従業員が9人以下の企業では作成 している割合が
30% と低い｡
図16 1機器が不能時の代を宇方法の確保
全体日(氾社)
地qL産暮(53社)
下捕企暮(41書土)
従*A1-9人(33社)
従JEAI0-49人(42社)
礁itA50-99人(11社)
図17 _+_要顧客等-の過給リストの作成
7 事実継続
(1)災害時の会社の事業活動の想定
Dどの企業群でも.約6割が災害時の会社の事業活動の想定をしているQ
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災害時の会比の事業活動については､全体では6】%が想定していると回答 している｡企業主類別､従業Ei
規模別にみると全体として6割前後であり､火きな差はみられない｡
(2)緊急時の優先兼務の選定と対策
I緊急時の優先兼務を選定し､対策を取っている企業は､1割未満にとどまるo
緊急時の使先業務を選定 し対席を取っている企業は､全体では7%である.企業種類別､従業員規模別
にみても概ね 1割前後であり､火きな差はみられない｡
gl
JrtH仙
- 産-)[: :
TttJR4Thj
u ■.→人工拙 ｢:: .
兼A1- 人(42事バ : : 571
暮■= JLJltij｢ ･ ･ l
三……:.j
全休(1COtt)
地4産暮(53社)
下f[企暮(LU吐)
図18 災害時の会社の非業活動の想定 図L9緊急時の優先菜務の選定と対滞
(3)間接被害 (インフラ被害､原材料のス トップ等)への代替手段の用意 (図20)
rインフラ被害､原材料のストソプ等への代替手段を用意している企美は.地場産集に多(みられる.
インフラ被害.原材料のス トップ等への代帝手段を用.G'している企業は､全体で7%である.企菜櫨類
別では､特に地場稚菜でH%と多くみられる｡従業員BL僕が50人以上の企業では0%と低くなっている｡
(4)社長の代替者の選定 (図21)
D従業員数が多い企美で､社長の代替者の選定が行われている｡
社長の代替者を決めている企業は,全体で78%である｡従業員規模の多い企菜で､代樺者を決めている
比率が高く,什長の架たす役割が大きいとちx.らrLる従業員数9人以下の企業の方が,代替者を決めてい
ない｡
図20 間接披香への代替手段の用意
皿 ⅡD
EEロコココココココココココEl
■■l■l■ll■lll ll
図2L社長の代替省の選定
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8 まとめ
(I)全体
項目により差が火きくでており､8'aJ以上の企業が実施している項目もあれば. 1割以下のものもある｡
低い項目 (｢使先兼務の選定 .対策をしている｣(7%)､rインフラ ･取引先の披割 こ備えている｣(7%)､｢定
期的に避難訓練を実施している｣(90/O)､｢災害に対する融蛮制度を把捉 している｣(9%))については､対応
を促す必要tがある｡
また､企業種類別では.対策が進んでいるのは､r下請企業｣､｢従業員数の多い人企築｣である｡9割以上
が従業L150人未満である地場産薬では､対応が遅れ,ている｡
(2)下含書企業 .地境産業の特赦
｢従業員と過給がとれる｣､r比良の代潜者を決めている｣については､現段階でも拭い割合で対熊が進ん
でいる｡
一方,対策が遅れている項目 (保険.鯉物機器類,救急訓練 バックアyプ拠点の分散 lT危機1-億時の
代停 災智に対する献腎制度.健先業族の選定 ･対策,イン/ーラ･取引先被害-の櫛え､定期的な避難訓練
災'iy対Lt.､計画の作成)については 全企秦を対象に対策を促 していくと､要がある｡
また､企菜種類により対虹に差が生じている項目 (仲報のバックアップ,部外者の侵入阻止,運転資金の
破保.設備の管理 ･目録更新､顧客等の連絡リス ト,'lI繋中断時の損失把握)については 下謂企菜では進
んでいるが 地場頗苑では進んでいないので,特に地場産炎に対して 対席を促す必要がある｡
図22 企業後発l別にみた企業の防災対応
(3)企業規模別の特徴
｢従業員と過給がとれる｣については､現段階でも､高い割合で対蹄が進んでいる｡
一方 低い比率である項目 (保険 建物機器類､救急訓練､バックアップ拠点の分散､JT危機不能時の代
替､インフラ 取引先被害-の備え､災宙に対する融資制度､使先英務の選定 .対策､定期的な避難訓対し
災苔対応計画の作成)については､全企業を対象に対策を促していく必要がある.
企業規模により差が生 じている項El(比良の代替者の決定､Ip'I報のバックアップ､部外者の侵入阻止､運
転資金の確保､殴偏の管用 ･目鼻女史新､顧客等の過給リス ト､事案中断時の損失把捉)については､従業員
数が多い企業では対策が進んでいるが.零細産業ではiLtんでいないので､特に零細直美に対して､対策を促
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対莱那進んでit言 止
◆格 {とれる
75も r■●1■■清書を恐定し◆ ◆ へのtZいる r++l◆ 長の代替肴を:ているクアツ 御 部外者の侯に8-iTい
◆プをLiL【金】1ケ金を時の損失いる ト●一●一
皇室割 【遠料 .いる零細 を把握している50% [ 保している【物◆I IIlt 暮ヽ ◆
を杷牛 更新をしてL 0
r▲l赦免 逮を受けた従(い啓対 計画喜作し いる◆r 定期的r=を実施し リストがある札訓練る
ー t■諾禁 等 の警 W.libq;ELF;i.藁等; .人】,
被害にdLi.TL ◆◆(榊 l舶 鰯 の訪台.[ー!_y{=.二,=J_7T-_- 対黛をしている
図23 企菜規模別にみた企業の防災対応の特徴
注
(1)対射 ま､他助産秦組合として豊岡鞄協会.El本ケミカルソユーズ組合､淡路瓦工薬組合.播州払工業組合､
小野金物協同組合連合会.兵庫ゴム工業協同組合､下吉行企業組合として伊丹菱栄会､川重非業協同組合､
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